
ホームページで京都市会議員団の活動、政策などを発信しています。 QRコードはこちら➡

市政に対するご意見を
お寄せください

日本共産党京都市会議員団

2023年
11/27～12/12

No.453
11月市会

◆ 市政トピックス････････････････････････････････ 2-3

◆ 代表質問

　　　玉本なるみ議員（北区）･････････････････････ 4-5

　　　赤阪　仁議員　（伏見区）････････････････････ 6-7

◆ 終了本会議・意見書の討論･････････････････････ 8-14

◆ 委員会トピックス････････････････････････････ 15-16

◆ 11月市会を終えて ･･･････････････････････････ 17-19

◆ 14人の議員から一言 ･････････････････････････ 20-23

◆ 議員紹介・事務局から･･･････････････････････････ 24

目
　
　
次

2024年度京都市予算編成に対する要求書
（343項目）の提出（11月16日）

自治体要求連絡会の早朝宣伝
（12月1日）



23

市政トピックスTopics

国
民
負
担
は

　
　
１
人
当
た
り

約
２
８
０
０
円

大
阪
市
民
は

　
　
１
人
当
た
り

約
10
万
７
千
円

京
都
市
に
損
害
賠
償
命
令

Ｎ
Ｔ
Ｍ
社

京
都
市
は
、直
ち
に
団
体
交
渉
に
応
じ
よ

７
億
９
千
万
円
の
不
正
請
求
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
電
話
業
務

　
京
都
市
の
児
童
館
や
学
童
保
育
の
職
員
ら
で
つ
く
る
全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
京
都
地
方
本
部
と
の
団
体
交
渉
に
応

ず
る
よ
う
命
じ
た
京
都
府
労
働
委
員
会
の
命
令
に
従
わ
な
い
の
は
「
違
法
」
と
認
め
る
判
決
が
出
ま
し
た
。

　
京
都
市
は
組
合
支
部
と
30
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
団
体
交
渉
を
、
２
０
２
０
年
に
突
如
打
ち
切
り
、
府
労
働
委

員
会
か
ら
救
済
命
令
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
団
体
交
渉
を
拒
否
し
続
け
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
12
月
11
日
、

市
長
に
対
し
、
控
訴
せ
ず
団
体
交
渉
に
直
ち
に
応
じ
る
よ
う
求
め
る
申
し
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
※
京
都
市
は
、
12
月
20
日
、
控
訴
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
粘
り
強
い
運
動
で
、
よ
う
や
く
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施
に
む
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
が
、
京
都
市
の

方
針
は
「
学
校
調
理
（
学
校
で
つ
く
っ
た
給
食
）」
で
は
な
く
「
給
食
セ
ン
タ
ー
」
方
式
で
す
。

　
大
阪
・
関
西
万
博
を
め
ぐ
る
費
用
が
、
大
き
く
膨
れ
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
予
定
地
の
夢
洲
は
、
ご
み
の
最
終
処
分
地
だ
っ
た
た

め
、
軟
弱
地
盤
で
土
壌
に
汚
染
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
万

博
な
ど
開
催
で
き
る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
３
０
年

の
カ
ジ
ノ
（
Ｉ
Ｒ
）
誘
致
に
む
け
、
民
間
企
業
の
た
め
に
は
税

金
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
で
き
な
い
た
め
、
万
博
開
催
の
名
で
、

巨
額
の
税
金
を
投
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
は
遅
れ
て
お
り
、
す
で
に
撤
退
す
る
国

も
出
て
い
ま
す
。
建
設
の
遅
れ
か
ら
「
２
０
２
４
年
問
題
」

と
い
わ
れ
る
働
き
方
改
革
に
よ
る
労
働
時
間
の
上
限
規
制
に

つ
い
て
、
万
博
工
事
を
そ
の
対
象
外
に
す
る
動
き
も
あ
り
ま

す
。
違
法
な
こ
と
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
実
現
の
目
途
が
立
た

な
い
万
博
は
、
中
止
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
京
都
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
の
委
託
料
を
め
ぐ
り
、
日
本
ト
ー
タ
ル
テ
レ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
以
下
、
Ｎ
Ｔ
Ｍ
）
に
よ
る
不
正
請
求
が
判
明
し
ま
し
た
。
社
内
で
「
過
大
請
求
」
が
発
覚
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
の
隠
蔽
、
偽
造
を
行
う
な
ど
、
き
わ
め
て
悪
質
で
す
。

　
党
議
員
団
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
不
正
請
求
問
題
を
一
貫
し
て
追
及
し
て
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｍ
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議

し
、
真
相
究
明
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
京
都
市
に
対
し
て
、
刑
事
告
訴
と
と
も
に
、
公
務
が
担
う
べ
き
業
務
を

民
間
に
丸
投
げ
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
事
案
で
あ
り
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
体
制
の
構
築
を
求
め
て
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
は

早
期
に
中
止
の
決
断
を
！

﹁
学
校
調
理
﹂の

中
学
校
給
食
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
！

1250
億円

1850
億円

2350
億円

2020年 2023年当初（2018年）

建設費だけでも

1.9倍！

約8950億円
運営費・インフラ整備など含めると

判明分
だけで

膨れあがる費用

市政を
変えて

学校調理がダントツ
独自献立・地産地消・有機食材が可能

地元事業者に仕事が回る

防災拠点が増える

食育の充実は食育の充実は

63校2万6千食を

1カ所の給食工場で!?
（南区・塔南高校グラウンド跡地）

本当に２時間以内に配送できる？
●２時間を過ぎると、食中毒の発生リスクが
●観光シーズンは、平日でも交通渋滞。
●何十台もの配送車が集中! 排気ガスは？

建設予定地（塔南高校跡地）は、浸水想定区域

栄養教諭の配置は全市でたった３人

小
学
校
の
よ
う
な
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玉本 なるみ 議員

玉本なるみ議員は、12月1日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

　
玉
本
な
る
み
議
員
は
、
市
長
が
、「
乾
い
た

タ
オ
ル
を
絞
る
よ
う
な
行
政
改
革
が
必
要
」
と

し
て
就
任
直
後
か
ら
「
民
間
が
で
き
る
こ
と
は

民
間
へ
」
と
事
業
の
廃
止
や
民
間
移
管
、
民
間

委
託
を
次
々
と
行
い
、
4
1
0
0
人
も
の
職
員

削
減
を
行
う
等
、「
公
共
の
福
祉
に
コ
ス
ト
論

を
持
ち
込
み
、
市
民
の
大
切
な
財
産
を
壊
し
て

き
た
こ
と
は
重
大
な
問
題
」
と
批
判
。
公
務
職

場
で
の
役
割
を
重
視
し
、
減
ら
し
て
き
た
正
規

職
員
を
増
や
し
、
公
共
の
福
祉
を
再
生
す
べ
き

と
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
民
間
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
積
極
的
に
民
間
活
力
を
導
入
し
、
職
員
を

削
減
し
て
き
た
」「
改
革
を
た
ゆ
ま
ず
実
施
し
、

都
市
の
成
長
戦
略
を
推
進
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

京
都
の
今
と
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
」
な
ど

と
答
弁
し
ま
し
た
。

巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー
の 

重
大
な
問
題
点
を
批
判

　
玉
本
議
員
は
、
２
万
6
0
0
0
食
の
中
学
校

給
食
を
た
っ
た
１
カ
所
の
巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー

で
行
う
と
い
う
提
案
に
対
し
て
、
配
送
の
遅
れ

や
食
中
毒
発
生
時
に
被
害
が
全
校
に
及
び
、
コ

ン
サ
ル
会
社
の
調
査
が
あ
ま
り
に
も
ず
さ
ん
で
、

食
育
へ
の
取
組
み
が
学
校
毎
に
は
困
難
に
な
る

こ
と
、
地
元
業
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
な
ど

と
問
題
点
を
指
摘
し
、
学
校
調
理
方
式
で
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
開
始
す
べ
き
だ
と
追
及
し

ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
他
方
式
よ
り
も
事
業
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
る
。
2
時
間
以
内
の
喫
食
が
可

能
」
等
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
「
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
リ
ス

ク
へ
の
答
弁
が
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
、
学
校

調
理
方
式
で
再
検
討
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

国
保
の
子
ど
も
均
等
割
の 

10
割
軽
減
を

　
玉
本
議
員
は
、
試
算
で
は
、
18
歳
未
満
ま
で

の
均
等
割
保
険
料
を
全
額
軽
減
し
た
場
合
は
３

億
2
0
0
0
万
円
の
追
加
負
担
で
実
現
可
能
だ

と
示
し
、「
国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
均
等
割
負
担
を
な
く
す

べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
相
互
扶
助
の
考
え
の

も
と
、
世
帯
の
人
数
に
応
じ
た
負
担
が
原
則
で

あ
り
、
半
額
軽
減
と
さ
れ
た
。
自
治
体
が
独
自

に
定
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
く
、
国
に
お
い
て

適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
」
と
答
え
ま
し
た
。

「
保
険
あ
っ
て
介
護
無
し
」 

必
要
な
本
市
独
自
施
策
を

　
玉
本
議
員
は
、
発
足
か
ら
23
年
半
の
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
保
険
料
と
利
用
料
の
負
担

が
重
す
ぎ
、
利
用
の
手
控
え
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
担
い
手
が
不

足
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
独
自
対
策
と
し
て
、

介
護
事
業
者
の
状
況
を
把
握
し
て
、
ケ
ア
労
働

者
の
確
保
を
早
急
に
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
物
価
高
騰
と
年
金
の
引
き
下
げ
が
続

く
中
で
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
絶
対
に

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
し
、
引
き
下
げ
を

求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
保
険
料
は
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
設
定
。
低
所
得
者
に
は
別
枠

で
軽
減
を
図
り
、
本
市
の
被
保
険
者
の
約
４
割

に
あ
た
る
17
万
人
以
上
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

利
用
料
も
負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い
よ
う
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
軽
減
措
置
を
講
じ
て
い

る
。
引
き
続
き
過
重
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
国

に
要
望
し
て
い
く
」「
担
い
手
確
保
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
助
成
や
外
国
人
介
護
職
員
や

業
務
未
経
験
者
向
け
研
修
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
等
と
答
え
ま
し
た
。

削
ら
れ
た
民
間
保
育
園
の 

補
助
金
の
復
活
を

　
玉
本
議
員
は
、
民
間
保
育
園
補
助
金
13
億
円

カ
ッ
ト
を
し
た
影
響
に
よ
り
、
４
割
の
保
育
園

で
人
件
費
不
足
と
な
り
、
３
割
の
園
で
給
与
や

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
。

４
億
円
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
問
題
に

な
っ
て
い
る
事
態
が
解
決
で
き
る
の
か
と
質
し
、

「
補
助
金
13
億
円
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
制
度
再
構
築
後
も
保
育
士
等
の

給
与
は
全
国
平
均
を
１
０
０
万
円
以
上
上
回

る
」「
制
度
初
年
度
の
運
用
状
況
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
旧
制
度
の
課
題
解
消
と
全
体
と
し
て

保
育
士
処
遇
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
」
等
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

本
市
独
自
に
学
生
支
援
と 

奨
学
金
返
済
支
援
を

　
玉
本
議
員
は
、
国
の
自
殺
統
計
の
分
類
に

「
奨
学
金
の
返
済
苦
」
が
２
０
２
２
年
か
ら
新

た
に
加
わ
り
、
奨
学
金
の
返
済
を
苦
に
し
て
自

殺
し
た
と
考
え
ら
れ
る
人
が
10
人
い
た
と
述
べ
、

「
学
生
の
街
京
都
」
と
い
う
の
に
あ
ま
り
に
も

無
策
で
、
京
都
市
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
も
つ

べ
き
と
主
張
。
返
済
支
援
に
つ
い
て
は
府
の
制

度
の
企
業
負
担
分
を
さ
ら
に
京
都
市
が
半
額
で

も
支
援
す
れ
ば
、
参
画
す
る
企
業
が
増
え
る
点

や
、
登
録
企
業
で
な
い
会
社
等
に
就
職
し
た
場

合
の
支
援
と
し
て
、
個
人
へ
の
補
助
制
度
も
創

設
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
質
し
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
、「
公
平
性
の
観
点
か
ら
国

に
お
い
て
統
一
的
に
対
応
す
べ
き
」「
京
都
企
業

へ
の
就
労
を
要
件
と
し
た
奨
学
金
返
済
一
体
型
支

援
事
業
へ
の
上
乗
せ
は
考
え
て
い
な
い
」
等
と

答
弁
し
ま
し
た
。

学
校
調
理
の
中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
を

公
共
の
福
祉
に
コ
ス
ト
論
を 

持
ち
込
む
市
政
を
批
判
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赤阪　仁 議員

成
長
戦
略
の
名
に
よ
る
、
大
企
業

優
遇
、
京
都
壊
し
は
や
め
よ

　
赤
阪
議
員
は
、
京
都
市
の
人
口
流
出
が
３
年

連
続
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
た
の
は
、
ホ
テ
ル

誘
致
な
ど
に
よ
る
土
地
価
格
の
高
騰
と
子
育
て

支
援
の
遅
れ
に
あ
る
と
指
摘
。
２
０
０
７
年
に

京
都
の
美
し
い
景
観
を
保
全
す
る
た
め
に
、
市

民
と
と
も
に
全
会
派
一
致
で
制
定
し
た
「
新
景

観
政
策
」
を
骨
抜
き
に
し
、
京
都
の
ま
ち
壊
し

を
す
す
め
る
高
さ
や
容
積
率
の
規
制
緩
和
は
、

や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

「
戦
略
的
に
進
め
る
」
と
、
あ
く
ま
で
推
進
の

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伏
見
区
向
島
の
優
良
農
地
43
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
産
業
用
地
と
し
て
差
し
出
し
「
物
流
セ

ン
タ
ー
」
と
す
る
方
針
に
対
し
て
、
農
協
役
員

か
ら
の
懸
念
の
声
も
紹
介
し
、
産
業
用
地
へ
の

転
用
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
不
足
す
る
産
業
用
地
を
創
出
す

る
た
め
向
島
地
域
の
農
業
振
興
地
域
以
外
の
農

地
を
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
お
け
る
重
点
促

進
区
域
に
指
定
し
、
農
地
の
転
用
を
可
能
と
す

る
」
と
、
産
業
用
地
へ
の
転
用
を
積
極
的
に
進

め
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
、
中
小
事
業
者

へ
の
具
体
的
支
援
策
を

　
赤
阪
議
員
は
、
中
小
業
者
が
、
物
価
・
原
材

料
の
高
騰
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環

で
行
っ
た
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
の
元
本
返
済
が

本
格
化
し
、
廃
業
・
倒
産
の
危
機
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
と
指
摘
。
さ
ら
に
、
現
場
に
深
刻
な
混

乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃

止
と
消
費
税
の
５
％
へ
の
減
税
を
、
国
に
求
め

る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
金
融
機
関
等
に
返
済
・
借
換
、

新
規
融
資
や
事
業
再
構
築
等
の
支
援
な
ど
、
経

営
改
善
や
物
価
高
騰
へ
の
支
援
も
要
請
し
て
い

る
と
述
べ
る
一
方
、
消
費
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
は
、「
減
税
や
廃
止
を
国
に
要
望

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
冷
た
い
答
弁

に
終
始
し
ま
し
た
。

ム
ダ
な
大
型
開
発
事
業
、
北
陸
新
幹

線
京
都
地
下
延
伸
計
画
は
中
止
を

　
赤
阪
議
員
は
、
北
陸
新
幹
線
京
都
地
下
延
伸

計
画
は
、
地
下
水
へ
の
影
響
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘

削
に
よ
る
土
砂
の
処
理
、
有
害
物
質
ヒ
素
な
ど

の
環
境
問
題
等
々
、
市
民
の
不
安
は
何
一
つ
解

消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
事
業
者
の
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
住
民
説

明
会
さ
え
も
拒
否
し
、
脱
法
的
手
段
で
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
な
ど
を
進
め
て
い
る
こ
と
、
建
設
費

が
当
初
の
２
兆
１
千
億
円
か
ら
２
倍
の
４
兆
円

と
も
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
北
陸
新
幹

線
京
都
延
伸
計
画
の
撤
回
を
国
に
求
め
る
よ
う

迫
り
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
、「
大
変
重
要
な
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
従
来
の
答
弁
を
繰
り
返
す

だ
け
で
、
市
民
の
具
体
的
な
不
安
や
懸
念
に
は

何
一
つ
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

敬
老
乗
車
証
制
度
を
元
に
戻
せ

市
バ
ス
運
賃
値
上
げ
回
避
を

　
赤
阪
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
の
改
悪
で

一
部
負
担
金
が
２
倍
か
ら
３
倍
に
引
き
上
が
っ

た
こ
と
で
、
多
く
の
方
が
申
請
を
あ
き
ら
め
る

事
態
が
起
こ
っ
て
お
り
、
元
の
制
度
に
戻
す
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
近
鉄
向
島
駅
・
竹

田
駅
間
は
、
京
都
市
内
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

敬
老
乗
車
証
が
使
え
な
い
た
め
、
近
鉄
な
ど
私

鉄
も
含
め
て
敬
老
乗
車
証
が
使
え
る
よ
う
に
使

用
対
象
の
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
敬
老
乗
車
証
制
度
の

市
税
負
担
は
増
加
し
、
制
度
を
維
持
し
て
い
く

た
め
見
直
し
た
も
の
。
敬
老
乗
車
証
や
福
祉
乗

車
証
の
適
用
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
他
の
民
営

鉄
道
の
沿
線
住
民
と
の
公
平
性
の
観
点
や
、
多

額
の
市
税
負
担
の
増
大
を
招
く
こ
と
か
ら
困

難
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
赤
阪
議
員
は
、
市
民
生
活
が
困
難
を

極
め
て
い
る
時
に
、
市
民
の
足
を
守
る
た
め
に

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
行
い
、
市
バ
ス
運
賃

値
上
げ
を
回
避
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
燃
料
費
や
人
件
費
の
高
騰
、
深

刻
な
担
い
手
不
足
へ
の
対
応
な
ど
大
変
厳
し
い

経
営
状
況
の
な
か
、
運
賃
改
定
は
最
後
の
手
段

と
し
つ
つ
も
、
独
立
採
算
制
の
原
則
を
強
調
し

ま
し
た
。

市
営
住
宅
減
免
制
度
を
元
に
戻
せ

　
赤
阪
議
員
は
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
よ

る
市
営
住
宅
の
家
賃
減
免
制
度
の
改
悪
に
よ
り
、

支
援
の
必
要
な
低
所
得
の
方
々
に
５
年
間
で
５

億
円
も
の
負
担
増
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
減

免
制
度
を
元
に
戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
局
長
は
「
家
賃
減
免
制
度
を
、
世

帯
の
困
窮
実
態
を
よ
り
的
確
に
反
映
す
る
制
度

に
改
め
た
も
の
で
、
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
減
免
制
度

を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
切
り
捨
て
、
対
象
を
よ

り
困
窮
し
て
い
る
方
に
限
る
も
の
で
、「
行
財

政
改
革
計
画
」
の
市
民
い
じ
め
、
冷
た
い
本
質

を
示
す
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
市
営
住
宅
の
管
理
・
運
営
を
民
間

に
ま
か
せ
て
し
ま
う
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
中
止
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

京
都
の
景
観
破
壊
、
規
制
緩
和
は
す
る
な

ム
ダ
な
大
型
事
業
・
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は
中
止
を

敬
老
乗
車
証
制
度
を
元
に
戻
し
、
利
便
性
の
向
上
を

赤阪　仁議員は、12月1日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

日本共産党京都市会議員団市政報告2023年11月
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と
が
し
議
員
は
、
地
元
の
子
育
て
世
代
の
住
民
の

声
を
多
く
紹
介
し
、
公
園
整
備
こ
そ
住
民
の
切
実
な

願
い
だ
と
指
摘
。
市
当
局
の
答
弁
が
、
自
分
に
都
合

の
良
い
意
見
を
都
合
よ
く
解
釈
す
る
姿
勢
だ
と
い
う

こ
と
や
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
基
づ
く
「
保
有

資
産
の
有
効
活
用
や
戦
略
的
な
活
用
の
推
進
」
と
い

う
公
園
計
画
の
廃
止
理
由
の
破
綻
ぶ
り
を
批
判
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
市
所
有
地
で
の
公
園
拡
張
が
、
市
民
一
人

あ
た
り
10
㎡
の
公
園
面
積
を
目
指
す
と
し
た
「
緑
の

基
本
計
画
」
と
も
合
致
す
る
と
指
摘
。
一
方
、「
周

辺
に
公
園
が
一
定
整
備
さ
れ
公
園
に
求
め
る
機
能
が

充
足
し
て
い
る
」「
本
市
の
公
園
整
備
は
新
規
整
備

よ
り
も
再
整
備
を
重
点
的
に
進
め
る
方
針
」
と
い
う

市
の
説
明
は
、
公
園
面
積
を
増
や
す
方
針
と
矛
盾
し

た
も
の
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
開
発
で
は
、
公
共

用
地
で
あ
る
公
園
の
も
つ
豊
か
な
機
能
を
代
替
で
き

な
い
と
指
摘
し
、
公
園
を
整
備
し
て
地
域
の
住
環
境

を
向
上
さ
せ
て
こ
そ
、
空
き
家
や
既
存
住
宅
が
次
世

代
に
引
き
継
が
れ
る
流
れ
を
呼
び
起
こ
せ
る
と
述
べ

ま
し
た
。

0

5

10

15

20

熊
本
市

福
岡
市

北
九
州
市

広
島
市

岡
山
市

神
戸
市

堺
市

大
阪
市

名
古
屋
市

浜
松
市

静
岡
市

新
潟
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

千
葉
市

さ
い
た
ま
市

仙
台
市

札
幌
市

京
都
市

左
京
区
松
ヶ
崎
の
元
松
賀
茂
公
園
予
定
地
を
売
却
せ

ず
、
公
園
拡
張
な
ど
住
民
の
集
え
る
場
所
に

と
が
し
豊
議
員
が
請
願
採
択
求
め
討
論

　
く
ら
た
議
員
は
ま
ず
、
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
京
都
市
職
員
及
び
教
職
員
給
与
を
引
き
上
げ
る
の

は
当
然
の
こ
と
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
公
務
を
担
う
若

手
職
員
の
退
職
や
教
員
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

給
与
の
保
障
は
必
要
で
あ
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
教
師

の
負
担
軽
減
、
教
職
員
の
増
員
と
少
人
数
学
級
の
推

進
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
も
今
年
度
４
月
に
遡
っ
て
適
用
す
べ
き
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　
民
間
保
育
園
等
へ
の
人
件
費
等
補
助
金
４
億
円
の

増
額
補
正
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
京
都
市
が
再
構

築
し
た
補
助
金
制
度
が
保
育
士
等
の
処
遇
後
退
の
原

因
で
あ
り
、
削
減
し
た
13
億
円
を
速
や
か
に
復
活
し

給
与
や
一
時
金
を
保
障
す
る
べ
き
で
あ
る
と
厳
し
く

指
摘
。
必
要
な
予
算
を
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
な
ど
と

し
て
公
共
性
を
崩
し
て
き
た
問
題
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　
公
園
等
の
遊
具
充
実
や
ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
市
内
全
域
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
か
か
り
ま
し
経
費
の
必
要
分

を
増
額
補
正
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
の
新
た
な
感
染
症
対
策
を
視
野
に
お
い
た
対
策

を
求
め
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
員
制
中
学
校
給
食
に
向
け
て
25
億
円

の
公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
が
計
上
さ

れ
た
こ
と
に
関
わ
り
「
小
学
校
の
よ
う
な
あ
た
た
か

く
て
お
い
し
い
全
員
制
の
中
学
校
給
食
」
が
市
民
の

願
い
で
あ
り
、
学
校
調
理
方
式
で
こ
そ
、
実
現
で
き

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

京
都
市
職
員
、
教
員
、
保
育
士
等
公
務
で
働
く
人
の

処
遇
に
責
任
を
持
つ
べ
き

く
ら
た
共
子
議
員
が
、
補
正
予
算
に
賛
成
討
論

ガザ地区における
平和の実現を求める声明

　パレスチナ自治区ガザ地区で
続くイスラム組織ハマスとイス
ラエル軍との衝突により犠牲と
なっているのは、双方の一般市民
であり、子どもたちである。
　世界が深く懸念するこの人道
危機に対し、平和都市宣言を行
った自治体の議会として、平和
を希求してやまない全ての京都
市民と共に、一刻も早い恒久的
な停戦を求める。

令和５年12月12日
京都市会議長　西村　義直

ガザ地区における
平和の実現を求める
市会議長の声明を
発出しました

市民一人あたりの都市公園面積【政令市】（ｍ2／人）

京都市は政令市のうち大阪市、川崎市に次いで３番目に低く、神戸市の３分の１
 京都市建設局資料より作成
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平
井
議
員
は
、
姉
小
路
か
い
わ
い
地
区
と
祇
園
四

条
地
区
に
つ
い
て
は
、
住
民
や
事
業
者
の
発
意
で
規

制
が
強
化
さ
れ
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
地
区
計
画
の
提
案
で
あ
る
た
め
賛
成
だ
と

述
べ
ま
し
た
。

　
一
方
、
西
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
区
で
は
、

一
企
業
に
お
け
る
高
さ
や
容
積
率
、
建
築
物
の
用
途

の
制
限
等
の
変
更
に
よ
り
住
宅
な
ど
が
建
て
ら
れ
な

く
な
る
た
め
、
居
住
空
間
を
狭
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
指
摘
。「
企
業
の
活
動
計
画
そ
の
も
の
を
引
き

続
き
注
視
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

地
区
で
は
、
市
長
が
進
め
る
「
都
市
の
成
長
戦
略
」

の
下
、
規
制
緩
和
の
一
連
の
流
れ
で
高
さ
規
制
を
な

く
し
、
31
ｍ
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
複
合
施
設

の
建
設
が
可
能
に
な
る
と
指
摘
。
際
限
の
な
い
高
さ

の
規
制
緩
和
は
や
め
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

公
共
交
通
や
福
祉
施
設
、
日
用
品
購
買
施
設
の
充
実

と
い
っ
た
根
本
問
題
の
解
決
を
す
る
べ
き
だ
と
批
判

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
は
事
業
者
主
導
に
よ
る
開

発
中
心
で
は
な
く
、「
そ
の
地
域
で
住
ん
で
い
る
方

や
働
い
て
い
る
方
が
生
活
す
る
中
で
の
発
意
や
総
意

が
大
切
に
さ
れ
る
地
区
計
画
が
肝
要
」
だ
と
述
べ
ま

し
た
。

　
山
本
陽
子
議
員
は
、
自
民
党
市
議
団
・
公
明
党
市

議
団
の
提
案
し
た
「
政
治
資
金
規
正
法
の
厳
格
化
に

向
け
た
議
論
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
反
対
し
、
維

新
・
京
都
・
国
民
市
会
議
員
団
の
提
案
し
た
「
企

業
・
団
体
献
金

全
面
禁
止
に
向

け
て
政
治
資
金

規
正
法
の
改
正

を
求
め
る
意
見

書
（
案
）」
及

び
日
本
共
産
党

議
員
団
の
提
案

し
た
「
パ
ー
テ

ィ
ー
券
購
入
を

含
む
企
業
・
団
体
献
金
全
面
禁
止
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）」
に
つ
い
て
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
券
収
入
の
収
支
報
告
書
未
記
載
や
パ
ー
テ
ィ
ー

券
販
売
が
裏
金
づ
く
り
に
充
て
ら
れ
た
疑
惑
が
大
問

題
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
、
自
民
党
・
公
明
党
の
意

見
書
案
は
今
回
の
事
態
を
「
記
載
漏
れ
」
等
と
矮
小

化
し
、
全
く
の
骨
抜
き
で
あ
り
、「
企
業
献
金
の
禁

止
」
に
す
ら
触
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。
維

新
・
京
都
・
国
民
会
派
の
提
案
し
た
意
見
書
は
、
企

業
献
金
の
全
面
禁
止
が
含
ま
れ
て
お
り
賛
成
と
し
ま

し
た
が
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
収
入
へ
の
規
制
の
内
容
が

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
不
十
分
と
指
摘
し
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
も
含
め
た

す
べ
て
の
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
を

山
本
陽
子
議
員
が
意
見
書
案
に
対
す
る
討
論

地
域
の
主
体
的
な
意
見
を
尊
重
し

市
民
に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
を

「
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
案
」
に
つ
い
て
平
井
良
人
議
員
が
討
論

　
西
野
議
員
は
、
党
議
員
団
が
従
来
か
ら
公
共
施
設

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
反
対
し
て
き
た
理
由

と
し
て
、「
公
の
責
任
を
放
棄
し
、
公
の
施
設
を
民

間
の
儲
け
の
対
象
に
す
る
こ
と
」
や
、
経
費
削
減
を

目
的
に
「
不
安
定
雇
用
と
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生

む
」
問
題
を
指
摘
。
市
も
指
定
管
理
者
制
度
が
「
不

安
定
な
制
度
」
で
あ
り
、
高
度
な
個
人
情
報
の
管
理

の
観
点
か
ら
、
市
営
住
宅
へ
の
制
度
導
入
を
見
送
っ

て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、「
こ
れ
ま
で
の
京

都
市
の
判
断
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か

の
説
明
が
な
い
こ
と
は
重
大
な
問
題
」
だ
と
批
判
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
指
定
す
る
事
業
者
の
事
業
計
画
及
び

内
容
は
具
体
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
と

と
も
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
住
民
対
応
に
つ
い

て
は
、
同
じ
く
運
営
管
理
す
る
府
営
住
宅
で
問
題
が

起
こ
っ
た
際
に
不
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹

介
。
住
民
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
懸
念
が
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
指
定
管
理
者
が
再
委
託
す

る
こ
と
も
可
能
に
す
る
内
容
が
あ
り
、
更
に
公
の
責

任
が
担
保
さ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
現
状
で
も
住
戸
修
繕
等
が
住
民
要
望
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
も
と
、
指
定
管
理
料
を
市
の
予
定
価
格
よ

り
約
３
千
万
円
低
い
金
額
で
提
案
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
住
環
境
の
改
善
が
放
置
さ
れ
か
ね
ず
、

公
の
責
任
は
果
た
せ
な
い
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
や
め
、

公
の
責
任
を
果
た
せ

「
向
島
市
営
住
宅
・
際
目
市
営
住
宅
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
」に

西
野
さ
ち
子
議
員
が
反
対
討
論

自民党裏金疑惑の究明を求める緊急宣伝
（12月14日）
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り
の
自
己
負
担
上
限
額
・
月
２
０
０
円
」
が
小
学
校

卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ
た
が
、
中
学
生
は
引
き
続
き
１

５
０
０
円
ま
で
自
己
負
担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま

た
１
月
か
ら
は
舞
鶴
市
で
も
中
学
校
ま
で
通
院
も
月

額
上
限
が
２
０
０
円
と
な
る
た
め
、「
い
よ
い
よ
京

都
市
が
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
で
京
都
府
内
ワ
ー

ス
ト
１
と
な
る
」
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
独
自
で
拡
充
す
る
場
合
の
予
算
は
、
中

学
生
ま
で
で
年
２
億
円
、
18
歳
ま
で
な
ら
年
７
・
９

億
円
、
年
間
予
算
の
０
・
１
％
に
も
満
た
な
い
額
で

あ
り
、
結
局
は
お
金
の
使
い
方
の
優
先
順
位
の
問
題

だ
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
何
百
億
円
も
か
か

る
大
型
公
共
事
業
を
推
進
す
る
一
方
で
、
子
ど
も
の

医
療
費
支
給
制
度
は
拡
充
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
説
明
が
つ
か
な
い
と
批
判
し
ま

し
た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
共
産
党
提
案
を
含
め
３
件
の
子

ど
も
の
医
療
費
支
給
制
度
の
決
議
案
に
つ
い
て
討
論

し
ま
し
た
。
維
新
・
京
都
・
国
民
議
員
団
提
案
の

決
議
案
に
は
、「
18
歳
ま
で
無
償
化
」
が
求
め
ら
れ
、

自
民
・
公
明
・
立
憲
・
民
主
・
無
所
属
提
案
の
決
議

案
に
は
、「
国
の
責
任
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め

賛
成
す
る
態
度
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
京
都
市

独
自
で
も
医
療
費
の
軽
減
に
責
任
を
果
た
す
」
こ
と

だ
と
強
調
。
よ
う
や
く
９
月
に
「
１
医
療
機
関
あ
た

　
え
も
と
議
員
は
、
共
産
党
提
案
と
維
新
・
京
都
・

国
民
議
員
団
提
案
の
中
学
校
給
食
の
決
議
案
の
討
論

に
立
ち
、
ま
ず
、
２
万
６
０
０
０
食
規
模
の
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、「
全
国
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
。
リ
ス

ク
が
大
き
す
ぎ
る
か
ら
だ
」
と
指
摘
。
埼
玉
県
八
潮

市
で
の
３
４
５
３
名
も
の
集
団
食
中
毒
で
は
全
校
で

４
カ
月
も
給
食
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。
京
都

市
は
「
２
時
間
喫
食
が
可
能
」
と
言
う
が
、「
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
極
め
て
困
難
」「
他
都
市
で
は
２
時

間
喫
食
が
守
ら
れ
ず
、
議
会
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
」
な
ど
安
全
性
、
安
定
性
に
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
何
十
台
も
の
配
送
車
が
行
き
交
い
、
事

故
が
心
配
」
な
ど
南
区
の
地
元
か
ら
建
設
見
直
し
を

求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
建
設
予
定
地

は
洪
水
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
こ
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
等
へ
の
不
安
の
声
な
ど
か
ら
、「
よ
り
丁
寧
な

検
討
を
継
続
す
る
」
維
新
・
京
都
・
国
民
市
議
団
の

決
議
案
に
賛
成
を
表
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
避
難

時
の
炊
き
出
し
が
可
能
と
な
る
給
食
調
理
場
の
設
置

の
重
要
性
を
述
べ
、
共
産
党
提
案
に
あ
る
よ
う
に

「
味
覚
を
育
て
、
食
へ
の
理
解
や
関
心
を
広
げ
る
大

切
な
教
育
」
の
職
務
を
担
う
栄
養
教
諭
が
各
校
に
配

置
で
き
る
「
学
校
調
理
」
に
よ
る
実
施
が
必
要
と
述

べ
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
は
18
歳
ま
で
の
拡
充
を

や
ま
ね
智
史
議
員
が
決
議
案
に
賛
成
討
論

中
学
校
給
食
は
「
大
規
模
給
食
セ
ン
タ
ー
」
で
は
な
く

「
学
校
調
理
に
よ
る
」
実
施
で
食
育
の
充
実
を

え
も
と
か
よ
こ
議
員
が
決
議
案
に
賛
成
討
論

　
加
藤
議
員
は
、
府
市
協
調
で
推
進
さ
れ
て
い
る
北

陸
新
幹
線
京
都
延
伸
の
現
行
計
画
に
つ
い
て
、
先
の

統
一
地
方
選
挙
で
の
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
京

都
市
会
議
員
67
人
の
う
ち
現
行
計
画
が
適
切
と
回
答

し
た
議
員
は
わ
ず
か
14
人
、
2
割
に
過
ぎ
ず
、
市
長

と
同
一
の
立
場
で
は
な
い
と
の
議
会
の
意
思
を
示
す

こ
と
が
住
民
へ
の
責
任
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
問
題
点
の
第
１
に
、
莫
大
な
費
用
負
担
と
採
算
性

の
問
題
を
指
摘
。
総
事
業
費
は
当
初
の
２
兆
１
０
０

０
億
円
か
ら
現
在
は
４
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

京
都
市
負
担
も
約
１
０
０
０
億
円
か
ら
２
倍
に
、
さ

ら
に
大
き
く
膨
ら
む
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
２
に
、
事
業
の
目
的
は
「
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
の
際
に
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
機
能
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
大
阪
府
の
地
震
被
害
想
定
に
お
い
て
、

新
大
阪
駅
付
近
も
津
波
の
被
害
に
襲
わ
れ
る
と
な
っ

て
お
り
、
代
替
路
線
ど
こ
ろ
か
避
難
対
策
す
ら
見
通

せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
３
に
、
環
境
破
壊
を
あ
げ
、
現
行
計
画
の
８
割

は
ト
ン
ネ
ル
区
間
で
８
８
０
万
立
米
に
も
の
ぼ
る
残

土
の
処
分
方
法
は
未
定
で
あ
る
こ
と
、
地
下
の
巨
大

ト
ン
ネ
ル
は
京
都
の
文
化
と
暮
ら
し
、
産
業
の
土
台

で
あ
る
地
下
水
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
国
は
今
年
度
、
認
可
後
に
行
う
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

な
ど
の
詳
細
調
査
を
は
じ
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

例
の
な
い
脱
法
的
行
為
を
、
京
都
市
が
国
言
い
な
り

に
認
め
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
京
都
地
下
延
伸
計
画
は
中
止
を

加
藤
議
員
が
意
見
書
案
に
賛
成
討
論
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総
務
消
防
委
員
会

（
２
０
２
３
年
12
月
5
日
）

●
行
事
政
局

◦
陳
情
審
査「
京
都
市
立
芸
術
大
学
移
転
跡
地
活

用
に
係
る
事
業
者
の
公
募
の
中
止
」に
つ
い
て

　

西
京
区
の
芸
大
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
地
元

住
民
か
ら
の
活
用
の
要
望
も
提
出
さ
れ
て
お

り
、
民
間
事
業
者
へ
の
活
用
の
公
募
は
中
止
す

る
よ
う
に
求
め
た
。

●
総
合
企
画
局

◦
請
願
審
査「
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た
東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用
の
検
討
等
」に
つ
い
て

　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
た
施
設
の

設
置
を
求
め
た
。
京
都
市
は
、「
現
時
点
で
は

売
却
、
賃
貸
と
も
活
用
方
針
は
未
定
」と
し
た

が
、
高
さ
・
容
積
率
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
、

「
周
辺
地
域
は
開
発
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お

り
、
京
都
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
通
し
た

規
制
緩
和
」と
答
弁
す
る
な
ど
、
民
間
の
大
型

開
発
の
た
め
の
活
用
を
示
唆
し
た
。
住
民
運
動

の
力
を
背
景
に
、
請
願
は
留
保
と
な
っ
た
が
、

唯
一
、
維
京
国
は
、「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
活
用
の
選
択
肢
が
あ
る
」と
不
採
択
の
態

度
を
と
っ
た
。

◦
請
願
審
査

　
「
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
に
係
る
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
結
果
の
公
表
等
」「
北
陸
新
幹
線
延
伸

計
画
に
係
る
調
査
費
用
等
の
内
訳
の
照
会
等
」

に
つ
い
て

　

国
は
、
事
業
認
可
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な

ど
、
脱
法
的
手
法
で
詳
細
調
査
を
行
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
市
は
事
業
主
体
の
鉄

道
・
運
輸
機
構
に
対
し
、
建
設
費
用
負
担
も
調

査
結
果
の
公
表
も
求
め
て
な
い
。
住
民
へ
の
説

明
と
い
う
点
か
ら
も
、
必
要
な
情
報
の
公
開
を

求
め
る
よ
う
に
迫
っ
た
。

　

自
民
は「
京
都
市
に
す
べ
き
請
願
で
は
な

い
」、
維
京
国
は「
京
都
市
と
し
て
説
明
努
力
さ

れ
て
い
る
」と
、
請
願
に
否
定
的
な
意
見
を
述

べ
た
が
、
住
民
運
動
を
背
景
に
、
不
採
択
に
は

で
き
ず
留
保
と
な
っ
た
。

●
消
防
局

◦「
京
都
市
消
防
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
」に
つ
い
て

　

安
全
検
査
を
事
業
者
が
行
う
規
制
緩
和
で
あ

り
、
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
と
反
対
し
た
。

環
境
福
祉
委
員
会

（
２
０
２
３
年
12
月
5
日
）

●
保
健
福
祉
局

付
託
議
案
審
査

◦
京
都
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◦
訴
え
の
提
起（
裁
判
上
の
和
解
を
含
む
）

理
事
者
報
告

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
受

託
事
業
者
の
不
正
請
求
に
つ
い
て

◦
生
活
保
護
受
給
者
に
よ
る
生
活
福
祉
資
金
特
例

貸
付
に
係
る
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

◦
京
都
市
く
ら
し
応
援
給
付
金（
追
加
給
付
）に
つ

い
て

◦
京
都
市
健
康
長
寿
・
口
腔
保
健
・
食
育
推
進
プ

ラ
ン
の
策
定
に
向
け
た
市
民
意
見
の
募
集
に
つ

い
て

◦
第
９
期
京
都
市
民
健
康
長
寿
す
こ
や
か
プ
ラ
ン

案
策
定
に
向
け
た
市
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

請
願
陳
情
審
査

◦
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
改
善
及
び
人
員
増
に
向
け

た
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ（
継
続
）

　

取
り
扱
い
。
陳
情
に
向
け
て
検
討
中
。
留
保
。

◦
若
年
が
ん
患
者
へ
の
在
宅
療
養
支
援
助
成
事
業

（
継
続
）

　

取
り
扱
い
。
留
保
。

◦
請
願
・
物
価
高
騰
に
見
合
っ
た
年
金
支
給

　

取
り
扱
い
。
共
産
党
、
無
所
属
議
員
以
外
が

不
採
択
を
主
張
し
、
不
採
択
。

◦
敬
老
乗
車
証
制
度
の
交
付
基
準
見
直
し

◦
年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人
の
脱
退
一
時
金
の

是
正

一
般
質
問

◦
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
家
計
改
善

支
援
事
業

●
環
境
政
策
局

理
事
者
報
告

◦
環
境
政
策
局
職
員
の
逮
捕
に
つ
い
て

◦
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
か
ら
の
一
般
廃
棄
物
の

受
け
入
れ
及
び
焼
却
処
理
に
つ
い
て

一
般
質
問

常任委員会トピックス

11月市会での意見書の採択結果　○＝賛成、×＝反対

11月市会での議員提案議案の採択結果　○＝賛成、×＝反対

11月市会での決議の採択結果　○＝賛成、×＝反対　※可否同数であったため、議長裁決

（注） 自民＝自由民主党京都市会議員団　　　　維京国＝維新・京都・国民市会議員団　　　　共産＝日本共産党京都市会議員団
公明＝公明党京都市会議員団　　　　　　立憲＝立憲民主党京都市会議員団　　　　　　民主＝民主・市民フォーラム京都市会議員団
無所属１＝井﨑敦子議員　　　　　　　　無所属２＝繁隆夫議員

件　名 審議結果 共
産

自
民

維
京
国

公
明

立
憲

民
主

無
所
属
1

無
所
属
2

提出会派等

AYA世代がん患者への支援を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員
認知症との共生社会の実現を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員
政治資金規正法の厳格化に向けた議論を求める意見書の提出について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、無所属2
企業・団体献金の全面禁止に向けて政治資金規正法の改正を求める
意見書の提出について 可決 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × 維京国

パーティー券購入も含めた企業・団体献金全面禁止を求める意見書の提出について 否決 〇 × × × × × 〇 × 共産
汚染水（アルプス処理水）の海洋放出の中止を求める意見書の提出について 否決 〇 × × × × × 〇 × 共産、無所属1
北陸新幹線京都地下延伸計画の中止を求める意見書の提出について 否決 〇 × × × × × 〇 × 共産
大企業の内部留保を活用し抜本的な賃上げ対策を求める意見書の提出について 否決 〇 × × × × × 〇 × 共産

件　名 審議結果 共
産

自
民

維
京
国

公
明

立
憲

民
主

無
所
属
1

無
所
属
2

提出会派等

京都市会議員の議員報酬の額の特例に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会運営委員会

件　名 審議結果 共
産

自
民

維
京
国

公
明

立
憲

民
主

無
所
属
1

無
所
属
2

提出会派等

日本トータルテレマーケティング株式会社による新型コロナウイル
スワクチン接種業務の不正請求に関する全容解明と厳正な対応を求
める決議について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

子ども医療費支給制度の更なる拡充を求める決議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、立憲、民主、無所属2
子どもの医療費支給制度の18歳まで完全無償化を求める決議について 否決（※） 〇 × 〇 × × × 〇 × 維京国
子どもの医療費支給制度の18歳までの拡充を求める決議について 否決 〇 × × × × × 〇 × 共産
実施方式を含む全員制中学校給食のより丁寧な検討を求める決議について 否決（※） 〇 × 〇 × × × 〇 × 維京国
学校調理による全員制中学校給食を求める決議について 否決 〇 × × × × × × × 共産

11月市会での請願審査の結果　　請願に対する態度　○＝賛成、×＝反対

件　名 結果 共産 自民 維京国 公明 立憲 民主 無所属1 無所属2

地域住民が集える場としての元松賀茂公園予定地
の活用 不採択 〇 × × × × × 〇 ×

物価高騰に見合った年金支給の要請 不採択 〇 × × × × × 〇 ×
物価高騰に見合った年金支給の要請 不採択 〇 × × × × × 〇 ×
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◦�

再
エ
ネ
普
及
に
つ
い
て
①
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
位
置
づ
け
、
②
太
陽
光
住
宅
に
つ
い
て

文
教
は
ぐ
く
み
委
員
会

（
２
０
２
３
年
12
月
5
日
）

●
文
化
市
民
局

◦�（
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
）東
吉
祥
院
公
園

の
廃
止
方
針
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
で
予
定
地
を

使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
の
声
に
応
え
、
公
園
に
戻

す
べ
き
と
質
し
た（
理
事
者
→
所
管
を
教
育
委

員
会
に
変
更
）。

◦�

通
学
路
の
横
断
歩
道
の
明
示
を
求
め
た
。

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

◦�

学
童
保
育
・
児
童
館
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

は
、
少
な
く
と
も
非
公
募
と
す
べ
き
と
求
め

た
。
杉
並
区
の
指
定
管
理
者
制
度
の
検
証
結
果

を
活
用
。
指
定
管
理
料
を
給
与
表
で
算
出
し
て

い
る
理
由
を
質
問（
理
事
者
→
人
件
費
を
し
っ

か
り
確
保
す
る
た
め
）。
長
年
の
労
使
交
渉
で

賃
金
を
合
意
し
て
き
た
の
は
先
進
的
な
取
り
組

み
。
公
契
約
条
例
へ
の
賃
金
条
項
の
効
果
の
検

討
を
求
め
た
。

◦�

民
間
保
育
所
等
老
朽
度
調
査
の
結
果
。
補
助
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
対
象
を
広
げ
る
よ
う

求
め
た
。

◦�

保
育
料
の
第
三
子
以
降
無
料
化
の
手
続
き
に
つ

い
て
遡
及
適
用
を
求
め
た
。

●
教
育
委
員
会

◦�

呉
竹
総
合
支
援
学
校
施
設
新
築
工
事
請
負
契
約

の
建
設
発
生
土
の
処
分
地
と
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

範
囲
の
変
更
。

◦�

請
願「
全
員
制
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
」継
続

審
査
。
陳
情「
学
校
調
理
方
式
に
よ
る
全
員
制

中
学
校
給
食
の
実
施
等
」１
カ
所
の
巨
大
セ
ン

タ
ー
建
設
の
リ
ス
ク
を
追
求
し
白
紙
に
戻
す
よ

う
求
め
た
。（
理
事
者
→
配
送
は
50
分
で
や
り

き
る
）コ
ン
サ
ル
の（
株
）長
大
が
セ
ン
タ
ー
２

カ
所
で
提
案
し
た
の
に
１
カ
所
に
し
た
協
議
録

と
配
送
計
画
を
要
求
し
た
。

◦�

陳
情「
竹
の
里
小
学
校
跡
地
の
活
用
」

地
域
住
民
の
声
を
反
映
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
２
０
２
３
年
12
月
6
日
）

●
都
市
計
画
局

◦�

京
都
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正（
姉
小

路
界
わ
い
地
区
、
祇
園
四
条
地
区
、
西
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
区
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
・
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
）に
つ
い
て

◦�

京
都
市
空
き
家
等
の
活
用
、
適
正
管
理
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◦�

京
都
市
壬
生
東
市
営
住
宅
新
1
号
棟（
仮
称
）新

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◦�

指
定
管
理
者
の
指
定（
京
都
市
向
島
市
営
住
宅

及
び
京
都
市
際
目
市
営
住
宅
、
京
都
市
交
流
促

進
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
）に
つ
い
て

◦�

陳
情
審
査　

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
の
指
導

（
左
京
区
聖
護
院
円
頓
美
町
）に
つ
い
て

◦�

一
般
質
問　
「
松
ヶ
崎
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
要

望
に
つ
い
て
」（
関
連
質
問
）

●
建
設
局

◦�

京
都
市
ラ
ク
ト
健
康
・
文
化
館
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

◦�

京
都
市
都
市
計
画（
京
都
国
際
文
化
観
光
都
市

建
設
計
画
）都
市
計
画
事
業
竹
田
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
施
行
既
定
等
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て

◦�

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

◦�

陳
情
審
査　

東
寺
道
の
拡
幅
の
説
明
に
つ
い
て

（
南
区
）

◦�

一
般
質
問　

東
吉
祥
院
公
園（
南
区
）の
廃
止
に

つ
い
て

産
業
交
通
水
道
委
員
会

（
２
０
２
３
年
12
月
6
日
）

●
交
通
局

◦�

市
バ
ス
運
賃
値
上
げ
方
針
は
撤
回
し
、
市
民
負

担
軽
減
で
市
民
の
足
を
守
れ
と
求
め
た
。

◦�

上
屋
・
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
、
バ
ス
待
ち
環
境

の
改
善
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
求
め
た
。

◦�
サ
ブ
ウ
ェ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
再
開
を

●
産
業
観
光
局

◦�

９
月
補
正
に
よ
る
支
援
の
実
績
に
つ
い
て
。

年
末
対
策
、
区
役
所
で
事
業
者
の
相
談
に
乗
る

よ
う
求
め
た
。

●
上
下
水
道
局

◦�

琵
琶
湖
の
水
位
低
下
の
対
応
に
つ
い
て

◦�

物
価
高
騰
下
で
の
市
民
生
活
支
援
と
し
て
、
上

下
水
道
料
金
の
減
免
の
実
施
を
求
め
た
。

一
、
は
じ
め
に

　
　
11
月
市
会
は
、
16
日
間
の
日
程
を
終
え
て
、
12
月
12
日
に
終
了

し
ま
し
た
。
11
月
市
会
は
、
厳
し
い
市
民
生
活
の
一
方
で
、
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
収
入
の
収
支
報
告
書
未
記
載
や
裏
金
づ

く
り
疑
惑
が
大
問
題
と
な
り
、
国
民
の
政
治
へ
の
不
信
が
最
高

潮
に
達
す
る
な
か
開
か
れ
ま
し
た
。

一
、
市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て

　
　
市
長
か
ら
は
計
49
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団

は
44
件
に
つ
い
て
賛
成
し
、
向
島
市
営
住
宅
・
際
目
市
営
住
宅

の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
ラ
ク
ト
健
康
・
文
化
館
の
廃
止
条
例

な
ど
５
件
に
つ
い
て
反
対
し
ま
し
た
。

≪
補
正
予
算
≫

　
　
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
11
月
市
会
冒
頭
分
は
、
職
員
・
教
職

員
給
与
の
改
定
と
民
間
保
育
園
等
へ
の
人
件
費
補
助
、
全
員
制

中
学
校
給
食
の
整
備
に
む
け
た
公
共
施
設
等
管
理
基
金
へ
の
積

み
立
て
、
洛
西
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
る
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
本
会
議
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
へ
の
く
ら
し
応
援
給
付
金
に
か
か
る
補
正
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
党
議
員
団
は
、
何
れ
も
、
必
要
な
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら

賛
成
し
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
団
は
冒
頭
提
案
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
民
間
保
育
園

等
へ
の
人
件
費
等
補
助
金
の
４
億
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
削

減
総
額
13
億
円
の
復
活
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
洛
西
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
重
点
化
さ
れ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
公

園
の
修
繕
等
は
市
内
全
域
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
全
員

制
の
中
学
校
給
食
に
向
け
た
25
億
円
の
基
金
へ
の
積
み
立
て
は

巨
大
給
食
工
場
で
は
な
く
分
散
方
式
・
学
校
調
理
と
す
る
べ
き

こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
空
床
加
算
廃
止

の
影
響
に
対
し
て
の
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。
人
事
委
員
会
勧
告
に
も
と
づ
く
職
員
・
教
職
員
給
与
引

き
上
げ
は
当
然
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
公
共
の
福
祉
を
担
う
現

場
の
職
員
処
遇
を
し
っ
か
り
引
き
上
げ
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
京
都
市
に
求
め
ら

れ
て
い
る
と
討
論
で
述
べ
ま
し
た
。
京
都
市
の
若
手
職
員
の
相

次
ぐ
退
職
な
ど
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
健
康

や
教
育
、
保
育
に
必
要
な
予
算
を
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど
と
し
て

公
共
性
を
崩
し
て
き
た
こ
と
の
問
題
は
重
大
で
す
。

　
　
維
・
京
・
国
は
、「
職
員
給
与
の
増
額
に
反
対
す
る
意
思
は
な

い
」
と
し
な
が
ら
、「
職
員
も
痛
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」
で
改

革
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
と
し
て
、「
給
与
減
額
を
あ
わ
せ
て

補
正
予
算
を
提
案
し
な
お
す
こ
と
を
求
め
る
」
な
ど
と
し
て
反

対
し
ま
し
た
。

≪
条
例
議
案
≫

　
　
向
島
市
営
住
宅
・
際
目
市
営
住
宅
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
そ
の
も
の
が
公
的
責
任
放
棄
と
い

う
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
、
不
安
定
雇
用
と
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
を
う
み
出
す
と
い
う
問
題
、
京
都
市
当
局
が
従
前
か
ら
市

営
住
宅
へ
の
導
入
は
な
じ
ま
な
い
と
の
立
場
を
表
明
し
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
方
針
を
変
更
し
た
問
題
、
民
間
事
業
者
の
対

応
で
問
題
が
生
じ
て
い
る
点
を
討
論
で
指
摘
し
ま
し
た
。

　
　
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の
制
限
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て
は
、
姉
小
路
界
わ
い
や
祇
園
四
条
に
つ
い
て
は
町

家
保
全
や
建
築
物
の
用
途
規
制
を
行
っ
て
き
た
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
賛
成
し
ま
し
た
。
西
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
地
区
は
、
ほ
ぼ
一
企
業
だ
け
の
地
区
計
画
に

な
り
住
宅
等
が
建
て
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
居
住
空
間
を
狭

11
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
３
年
12
月
14
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

西
野
さ
ち
子

声
明
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め
る
課
題
が
あ
る
こ
と
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
に
31
ｍ
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
複
合
施
設
を
可
能
と

す
る
地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
付
近
の
市
営
住
宅
の
空
き

室
へ
の
入
居
を
促
す
こ
と
や
、
公
共
交
通
・
医
療
・
福
祉
施
設
・

日
用
品
購
買
施
設
の
充
実
な
ど
住
ん
で
い
る
方
の
要
望
に
沿
っ

た
根
本
解
決
を
主
眼
と
す
る
べ
き
こ
と
を
、
討
論
で
述
べ
ま
し

た
。

一
、
代
表
質
問
に
つ
い
て

　
　
公
共
の
福
祉
に
コ
ス
ト
論
を
持
ち
込
み
、
職
員
削
減
・
民
間
委

託
を
進
め
る
「
行
財
政
改
革
」
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
中
学
校
給
食
に
お
け
る
巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
の
重

大
な
問
題
を
告
発
。
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
18
歳
ま

で
の
均
等
割
保
険
料
の
全
額
免
除
や
、
介
護
現
場
で
の
担
い
手

確
保
と
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
民
間
保
育
園
の

補
助
金
の
復
活
、
本
市
独
自
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
と
奨
学
金

返
済
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
　「
都
市
の
成
長
戦
略
」
と
称
し
た
大
企
業
優
遇
、
京
都
壊
し
は

や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
、
中
小
事
業
者

へ
の
具
体
的
支
援
策
、
北
陸
新
幹
線
京
都
地
下
延
伸
計
画
の
中

止
、
敬
老
乗
車
証
制
度
を
元
に
戻
し
公
共
交
通
を
充
実
す
る
こ

と
、
市
バ
ス
運
賃
の
値
上
げ
は
や
め
る
こ
と
、
市
営
住
宅
の
減

免
制
度
を
元
に
戻
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

一
、
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て

≪
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て
≫�

（
※
１
…
井
﨑
議
員
、
※
２
…
繁
議
員
）

　
　「
日
本
ト
ー
タ
ル
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
に
よ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
の
不
正
請
求
に
関
す

る
全
容
解
明
と
厳
正
な
対
応
を
求
め
る
決
議
」「
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が

ん
患
者
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
」「
子
ど
も
医
療
費
支
給
制

度
の
更
な
る
拡
充
を
求
め
る
決
議
」
等
４
件
を
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

　
　「
企
業
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
に
向
け
て
法
改
正
を
求
め
る
意

国
提
案
）
は
党
議
員
団
も
賛
成
し
ま
し
た
が
、
可
否
同
数
と
な

り
議
長
裁
決
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
に
た
ち
、
今
回
の
巨

大
給
食
工
場
の
規
模
が
全
国
ど
こ
の
自
治
体
も
や
っ
て
お
ら
ず
、

食
中
毒
な
ど
リ
ス
ク
分
散
の
角
度
か
ら
も
重
大
な
問
題
を
は
ら

ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

≪
市
会
議
員
報
酬
≫

　
　
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
を
２
割
削
減
す
る
条
例
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
（
４
年
間
・
総
額
５
億
３
０
０
万
円
）。
本
件
を

め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
維
新
の
会
藤
田
文
武
幹
事
長
が
記
者
会
見

で
京
都
市
会
議
員
報
酬
削
減
を
発
表
し
、
そ
れ
が
「
維
新
の
改

革
の
成
果
」
で
あ
る
旨
を
表
明
。
事
実
に
反
す
る
と
し
て
京
都

市
会
全
会
派
が
発
言
の
訂
正
と
謝
罪
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
市

会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
維
・
京
・
国
の
団
長
が
、「『
我
々

だ
け
の
手
柄
だ
と
い
う
つ
も
り
は
一
切
な
い
』
と
藤
田
幹
事
長

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
」
と
し
て
事
実
上
の
発
言
の
訂
正
を
行
い
、

「
全
会
派
で
進
め
て
き
た
成
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
維
新
の

み
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
議
員
報
酬
の
削
減
が
な
さ
れ
た
よ
う

に
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
発
言
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

謝
罪
し
ま
し
た
。

　
　
党
議
員
団
は
見
解
を
発
表
。
こ
れ
ま
で
か
ら
議
員
報
酬
の
３
割

削
減
な
ど
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、
議
員
の
処
遇

に
つ
い
て
、
京
都
市
会
の
全
会
一
致
で
進
め
る
立
場
を
尊
重
し
、

丁
寧
に
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
「
地
方
自
治
体

議
会
に
お
い
て
意
思
決
定
さ
れ
る
べ
き
事
案
を
政
党
幹
部
が
侵

す
こ
と
は
、
自
治
体
議
会
の
意
思
決
定
や
地
方
自
治
を
軽
ん
じ

る
も
の
」
と
指
摘
、
公
党
と
し
て
直
ち
に
発
言
の
訂
正
と
謝
罪

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

一
、
市
民
運
動
・
請
願
・
陳
情

　
　
今
市
会
に
お
い
て
請
願
「
物
価
高
騰
に
見
合
っ
た
年
金
支
給
の

要
請
」
が
採
決
さ
れ
、
党
議
員
団
と
無
所
属
議
員
※
１
以
外
が
反

対
し
、
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
学
童
保
育
・
児
童
館
職
員
の
団
体
交
渉
拒
否
に
つ
い
て
、
12
月

見
書
」（
維
・
京
・
国
提
案
）「
政
治
資
金
規
正
法
の
厳
格
化
に

向
け
た
議
論
を
求
め
る
意
見
書
」（
自
民
、
公
明
、
無
所
属
議
員

※
２
提
案
）
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
の
提

案
し
た
「
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
も
含
め
た
企
業
・
団
体
献
金
全

面
禁
止
を
求
め
る
意
見
書
」
は
無
所
属
議
員
※
１
が
賛
成
し
ま
し

た
が
、
他
会
派
・
無
所
属
議
員
※
２
が
反
対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
、
法
改
正
に
よ
る
企
業
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
を
求
め

て
い
る
こ
と
か
ら
維
・
京
・
国
提
案
に
賛
成
す
る
も
の
の
、
最

大
の
問
題
で
あ
る
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
規
制
が
含
ま
れ

て
い
な
い
不
十
分
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。
自
民
、
公
明
、
無
所

属
議
員
※
２
提
案
に
つ
い
て
は
、
不
記
載
問
題
等
に
事
態
を
矮
小

化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
し
ま
し
た
。

　
　「
北
陸
新
幹
線
京
都
地
下
延
伸
計
画
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」

「
汚
染
水
（
ア
ル
プ
ス
処
理
水
）
の
海
洋
放
出
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
」「
大
企
業
の
内
部
留
保
を
活
用
し
抜
本
的
な
賃
上
げ
対

策
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
無
所
属
議
員
※
１
以

外
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
党
議
員
団
は
、
一
刻
も
早
く
独

自
に
上
乗
せ
し
18
歳
ま
で
無
料
の
制
度
と
す
る
こ
と
を
求
め
た

「
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
18
歳
ま
で
の
拡
充
を
求
め
る
決

議
」
を
提
案
（
無
所
属
議
員
※
１
以
外
の
反
対
で
否
決
）
し
ま
し

た
。
国
・
府
と
連
携
し
た
「
子
ど
も
の
医
療
費
支
給
制
度
の
18

歳
ま
で
完
全
無
償
化
を
求
め
る
決
議
」（
維
・
京
・
国
提
案
）
は

党
議
員
団
も
賛
成
し
ま
し
た
が
、
可
否
同
数
と
な
り
議
長
裁
決

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
に
た
ち
、
市
独
自
で
の
拡
充
に
必

要
な
財
源
は
７
・
９
億
円
で
あ
り
今
問
わ
れ
て
い
る
の
は
京
都

市
独
自
で
医
療
費
の
軽
減
に
責
任
を
は
た
す
べ
き
こ
と
と
述
べ

ま
し
た
。

　
　
全
員
制
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
党
議
員
団
は
、
た
っ
た
１

カ
所
の
大
規
模
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
「
学
校
調
理
に
よ
る

全
員
制
中
学
校
給
食
を
求
め
る
決
議
」
を
提
案
（
他
会
派
・
無

所
属
議
員
※
１
※
２
の
反
対
で
否
決
）。「
実
施
方
式
を
含
む
全
員
制

中
学
校
給
食
の
よ
り
丁
寧
な
検
討
を
求
め
る
決
議
」（
維
・
京
・

８
日
、
京
都
地
裁
に
お
い
て
、
京
都
市
が
京
都
府
労
働
委
員
会

に
よ
る
団
体
交
渉
の
命
令
に
従
わ
な
い
の
は
違
法
で
あ
る
と
し

て
、
京
都
市
に
対
し
全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
京
都
地
方
本
部

や
、
学
童
保
育
・
児
童
館
支
部
に
30
万
円
の
損
害
賠
償
を
支
払

う
よ
う
命
ず
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
党
市
会
議
員
団

は
京
都
市
長
に
「
学
童
保
育
・
児
童
館
職
員
組
合
員
等
が
損
害

賠
償
を
求
め
た
訴
訟
に
つ
い
て
控
訴
せ
ず
30
年
間
行
わ
れ
て
き

た
団
体
交
渉
に
直
ち
に
応
じ
る
よ
う
求
め
る
申
し
入
れ
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
受
託
事
業
者
・
日

本
ト
ー
タ
ル
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
以
下
、
Ｎ
Ｔ

Ｍ
）
に
よ
る
不
正
請
求
に
つ
い
て
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
７
億
９
千
万
円
の
被
害
に
と
ど
ま

ら
な
い
可
能
性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
委
員
会

審
議
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｍ
が
提
出
し
た
根
拠
資
料
の
不
自
然
な

点
を
追
及
し
て
き
ま
し
た
。
疑
惑
が
一
層
深
ま
っ
て
お
り
、
Ｎ

Ｔ
Ｍ
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
真
相
究
明
に
全
力

を
あ
げ
る
こ
と
、
京
都
市
に
対
し
て
は
、
す
み
や
か
な
刑
事
告

訴
と
と
も
に
、
公
務
が
担
う
べ
き
業
務
を
民
間
に
丸
投
げ
し
た

こ
と
か
ら
生
じ
た
事
案
で
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
と
め
、
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
体
制
構
築
を
求
め
て
い
ま
す
。

一
、
最
後
に

　
　
ガ
ザ
地
区
の
人
道
的
危
機
に
際
し
て
議
会
の
総
意
と
し
て
「
一

刻
も
早
い
恒
久
的
な
停
戦
」
を
求
め
る
「
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

平
和
の
実
現
を
求
め
る
」
議
長
声
明
を
発
出
し
ま
し
た
。
党
議

員
団
は
即
時
停
戦
が
実
現
す
る
ま
で
、
引
き
続
き
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
声
を
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
２
０
２
４
年
予
算
編
成
に
対
す
る
要
求
書
を
市
長
に
提

出
し
、「
く
ら
し
応
援
給
付
金
」
の
早
期
支
給
や
年
末
対
策
を
求

め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
切
実
な
暮
ら
し
の
願
い
を
実

現
す
る
た
め
に
、
目
前
に
迫
っ
た
市
長
選
挙
勝
利
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
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1414　　人の
市会議員から一言

団　長　西野さち子
副団長　北山ただお
幹事長　加藤　あい

山科区

団長　西野 さち子

幹事長　加藤 あい

伏見区

左京区 副団長　北山 ただお

　政府は、非課税世帯に対して７万円給付の「くらし
応援給付金」支給を決めましたが、京都市民に届くの
は２月になるとのことです。物価高騰と不況に苦しむ
市民の暮らしに対応できません。その上政府は、軍事
拡大のための大増税を企図していますから国民の怒り
は広がるばかりです。自民五派閥のパーティ券キック
バックの疑惑で「政治とカネ」は大問題。こんな政治
に国民の厳しい審判を下しましょう。

　廃止になった東部クリーンセンターの土壌調査の費
用５千万円の補正予算が可決されました。ダイオキシ
ンなどの土壌汚染があれば改善をして、住民のための
活用をすべきです。また、京都市は保養センターと図
書館も含めて一括で事業者に売り渡そうとしています。
保養センターのお風呂は毎日コミバスに乗って通って
おられる方も多いですから、京都市の責任で残し、跡
地は子どもたちが自由に遊びまわれる公園にするなど、
市民のために活用すべきです。

　総務消防委員会で公契約について取り上げました。
京都地方労働組合総評議会がとられた京都市の入札・
落札業者と労働者のアンケートから、公契約の現場の
民間労働者の賃金を上げていく必要性が明らかになり
ました。「賃金条項」を持たない公契約基本条例制定
以来、網羅的調査を行っていないことを認
めた当局は、各業界の厳しさは否定しませ
んでしたが、国任せの域を出ません。「賃
上げ」に率先して取り組む京都市政が求め
られています。

東部クリーンセンター
跡地は売却すべきでない

生活支援は政治の責任
公契約基本条例に賃金規定を！
～率先して「賃上げ」に取り組む京都市へ～

赤阪 仁 伏見区えもと かよこ 右京区

河合 ようこ 西京区くらた 共子 上京区

　市民から『市バス運賃の値上げ方針撤回』を求める
陳情が200件以上出されました。
　「運賃値上げは最後の手段」とは言っても、値上げ
を否定しない交通局。今でも高い運賃。西京区内には
240円以上、430円の運賃の地域もあります。値下げ
こそ必要で、これ以上の値上げは市民から移動の自由
を奪います。高齢者から外出の機会を奪い、市バス事
業にも影響がある敬老乗車証の負担金値上げにも何も
いわない交通局。市民の移動の自由を守るための『な
りふり構わない』努力こそすべきだと思います。

　今議会で代表質問をさせてもらいました。党を代表
して質問するまでに、門川市長に刺さり、市民の声が
届くように、議員団として、みんなで繰り返し検討し
ました。テレビで見ている人々の姿に思いを馳せなが
ら質問しました。「丁度、チャンネル回したら頑張っ
てたね」「今日は質問のある日やと見てたで」「いろい
ろと他にも聞いてもらいたい」等の激励の声が寄せら
れ、うれしい限りです。

　京都市は塔南高校跡地に日本最大の給食センターを
建て、26000食をつくり63校に配送する計画を進め
ていますが、市民から「まるで給食工場だ」との声が
あがっています。食中毒が発生すれば被害は甚大です。
学校給食は調理後２時間以内に喫食することが望まし
いとされていますが、観光シーズンは平日でも道路は
混んでいます。本当に2時間喫食は可能でしょうか？
　引き続き学校調理による全員制中学校給食を求めて
がんばります。

　福祉事業は地域経済の底支えにつながります。現場
労働者の処遇を改善することは地域内の経済循環をす
すめます。北陸新幹線延伸計画はキッパリ止めて学校
調理方式の全員制中学校給食と無償化を実現しましょ
う。各地域で地元業者への仕事をつくり、子どもの育
ちを応援し、誰もが喜べる公共事業こそ優先すべきで
す。今年度、削られた保育園補助金13億円の復活に
全力でがんばります。

大規模給食センターではなく、
学校調理による全員制中学校給食を

市政転換必ず！環境破壊の大型開
発からいのち・暮らし最優先へ！

大企業奉仕、
市民いじめ許さぬ

「なりふり構わない」努力で
市バス運賃値上げストップを

総務消防委員会質
疑（2023年11月
6日）ご覧ください。
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山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　調査中から全員制の中学校給食は市内１か所の巨大
給食センター工場ありきで進んでいたことが明らかに。
教育委員会は実績のある調査会社と言いましたが、公
正な調査がゆがめられた可能性があります。調査会社
は市内の交通事情を考えればセンター給食なら６か
所が望ましいと提案していました。全国でも例のない
26000食の巨大給食センター工場は子ども達に安全
で美味しい給食を保障できません！市政を変えて子ど
もに最善の給食を！

　10月に京都駅前に移転した芸大。京都市は、西京
区の芸大跡地を公募型プロポーザルで民間の儲けの為
に差し出そうとしています。跡地には、野外音楽堂や
コンサートホール、様々な展示ができる大きなドーム
型展示場。球技を楽しむことが出来る広いグラウンド、
絵画、彫刻、陶芸など制作活動ができる部屋、焼き物
の窯等、広々とした自然豊かな市民の大切な財産です。
地元自治会の皆さんは、「芸術文化の郷」構想を発表
しています。総務消防委員会で再考を求めました。

　京都市が巨大給食工場の建設をねらう「塔南高校跡
地（グラウンド）」は、元々「東吉祥院公園」という
都市公園で、市当局も質疑の中で都市計画法に基づく
「近隣公園」（近隣に居住する方のためのもの）である
ことを認めました。ところが市は、周辺住民やスポー
ツ関係者の声も聞かず廃止の方針を決定。「学校調理
の中学校給食を」「スポーツできる公園整備を」とい
う市民の声を無視し、今でも少ない公園面積をさらに
後退させていいのでしょうか!?

芸大跡地活用は
住民の声を活かせ！

センター給食求める請願は
審議継続に

塔南高校跡地は本来の
スポーツ公園として存続を

【申し入れ】  市民の暮らし・営業、「京都くらし応援給
付金」等の年末対策を求める緊急申し入
れ（2023/12/12）

【申し入れ】  市による、学童保育・児童館職員の組合
との団体交渉拒否に関する訴訟の判決に
ついて（2023/12/11）

【談　　話】  新型コロナウイルスワクチン接種業務受
託事業者・NTMによる不正請求について
（2023/11/24）

【声　　明】  京都市会議員報酬にかかる日本維新の会
藤田幹事長会見について（2023/11/16）

【申し入れ】  2024年度京都市予算編成に対する要求書
を市長に提出（2023/11/16）

【声　　明】 ９月市会を終えて（2023/11/2）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

森田 ゆみ子 南 区 平井 良人 中京区

　愛情弁当を作ってあげたいという保護者の権利保障
として全員制の中学校給食に批判的だった京都市が、
巨大給食センターを塔南高校の跡地に作り京都市全域
の26000食、63校分を調理し届けると提案してきま
した。この場所は元々地域の公園でした。塔南高校に
は貸していただけなので、速やかに市民公園として住
民に返すべきです。市長の思い付きで区役所の隣にあ
った南警察の跡地も企業に差し出し、京都芸大の移転
でも大問題になっています。このままでは余計に住民
が住みにくい京都になってしまいます。

　11月市会には、市営住宅を指定管理者に任せる議
案が出されました。費用を削減するために、国も京都
市も指定管理を中心に民間委託化を続けています。そ
のことは、そこで働く労働者の低賃金化を広げること
になります。民間企業である限り、利益や配当を求め
続けます。民間企業では、福祉の大元である市営住宅
の維持・管理に支障をきたすことになりかねません。
指定管理者による民間委託化はやめるべきです。

　コールセンター委託先・日本トータルテレマーケテ
ィング（NTM）の不正請求の被害総額は計８億３千
万円に上る可能性。議会で繰り返し追及し、刑事告訴
求める市会決議も成立。他自治体のコールセンターで
働いていた労働者の勤怠表をコピーするなど、「実績」
を捏造、京都市から補助金を引き出すという手口は
あまりに悪質。内部告発があったからわかったものの、
なんでも民間丸投げの弱みをつかれた形です。京都市
政の在り方も大きく問われています。

　最近、議会の質問や街頭演説でも、あまりにも辛く
て、不覚にもしゃべっていて泣きそうになってしまう
ことがあります。ガザ自治区で、尊い命が奪われてい
ること。麻酔なしで帝王切開しなくてはならないなん
て、想像を絶します。奨学金の返済が過重すぎて、自
殺してしまった方や自己破産した方、連帯保証人にな
っていた父親が自宅を売ることになった悲劇等々…。
平和も暮らしも、政治の大元からの切り替えが必要で
す。

なんでも民間委託に丸投げでいいのか、
市政の在りかた問う不正請求事件

悔しくて、悲しくて
泣きそうになる…

市営住宅の民間化は
やめるべき

市民の財産を守り
住みよい京都市へ頑張ります
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今
年
度
の
敬
老
乗
車
証
の

交
付
状
況
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　「
フ
リ
ー
パ
ス
証
」
と
呼

び
名
ま
で
変
え
た
敬
老
乗

車
証
は
、
交
付
率
31
・
67
％
。

２
万
２
９
８
８
人
が
交
付

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
新
た
に
始
め
た
「
敬
老

バ
ス
回
数
券
」
は
、
わ
ず
か

５
％
で
す
。
バ
ス
に
乗
っ
て

い
る
と
「
あ
ん
た
敬
老
乗
車

証
か
？
え
え
な
あ
、
私
ら
72

歳
ま
で
ア
カ
ン
ね
ん
で
」
と

い
う
会
話
も
。
開
始
年
齢
も

だ
ん
だ
ん
上
げ
、
所
得
制
限

を
か
け
、
負
担
金
を
高
く
し

て
、
市
民
の
手
か
ら
ま
す
ま

す
遠
の
い
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
が
「
持
続
可
能

な
制
度
」
だ
と
す
る
と
、
な

に
を
か
い
わ
ん
や
、
で
す
。

12
月
５
日
、
交
通
問
題
の

集
会
で
改
悪
後
の
敬
老
乗
車

証
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組

ん
だ
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
以
前
、
利
用
状
況
調
査
を

行
っ
た
と
き
は
敬
老
乗
車
証

に
対
す
る
感
謝
の
声
が
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
が
、
今
回
は
怒

り
の
声
ば
か
り
」
と
。

　
年
金
は
下
が
り
、
物
価
は

上
が
り
、
庶
民
の
生
活
は
青

息
吐
息
で
す
。
そ
こ
へ
容
赦

な
く
負
担
を
押
し
つ
け
た

の
が
「
行
財
政
改
革
計
画
」。

折
し
も
、
自
民
党
の
金
権
腐

敗
の
政
治
が
大
問
題
に
。
市

民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
た
市
政
こ
そ
。

（
守
光
千
恵
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